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壷
井
栄
諭

｢
石
臼
の
歌
｣
　
を
中
心
に

A
N
e
w
L
o
o
k
a
t
T
s
u
b
o
i
 
S
a
k
a
e
'
s
W
o
r
k

W
i
t
h
S
p
e
c
i
a
-
R
e
f
e
r
e
n
c
e
t
o
H
s
h
i
u
s
亡
ロ
O
U
t
a

と
で
も
が
ま
ん
し
て

新

　

名

　

主

　

　

　

健

　

　

一

(
一
九
九
四
年
十
月
十
七
日
　
受
理
)

●

ヽ

′

K
e
n
'
i
c
h
i
S
h
i
n
m
i
y
o
u
z
u

｡
｣
と
石
臼
は
歌
う
が
'
作
品
の
論
理
か
ら
考
え
る

は

　

じ

　

め

　

に

壷
井
栄
(
一
八
九
九
～
一
九
六
七
)
　
の
作
品
｢
石
臼
の
歌
｣
は
一
九
四
五
年

に
｢
少
女
倶
楽
部
｣
(
八
･
九
月
合
併
号
･
九
月
一
日
発
行
)
に
発
表
さ
れ
た
｡

壷
井
栄
四
六
歳
の
時
の
作
品
で
あ
る
｡
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
'
間
も
な
く

敗
戟
と
い
う
動
乱
期
に
'
し
か
も
き
わ
め
て
短
時
間
の
う
ち
に
戟
争
の
悲
惨
さ

を
見
す
え
'
平
和
の
尊
さ
を
訴
え
て
い
る
作
品
で
あ
る
｡
動
乱
の
期
に
'
し
か

も
わ
ず
か
な
時
間
で
作
品
を
も
の
に
し
た
壷
井
栄
の
作
家
と
し
て
の
資
質
を
感

じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
私
は
こ
の
作
品
を
何
度
読
ん
で
も
釈
然
と
し
な
い
思
い
に

か
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
'
ひ
と
つ
に
は
結
末
部
が
あ
か
ら
さ
ま
な
激
励
的
文
章
の

型
に
な
っ
て
い
て
'
い
か
に
も
決
意
表
明
作
文
み
た
い
な
不
自
然
さ
を
感
じ
る

こ
と
か
ら
-
る
｡
も
う
ひ
と
つ
に
は
'
･
 
'
｢
勉
強
せ
え
'
勉
強
せ
え
'
つ
ら
い
こ

と
'
お
ば
あ
さ
ん
の
言
っ
た
｢
う
す
は
'
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
人
間
の
心
持

●

●

●

●

ち
を
そ
の
ま
ま
歌
い
だ
す
も
の
だ
よ
｡
｣
(
傍
点
-
-
引
用
者
)
と
い
う
こ
と
ば

か
ら
す
る
と
､
そ
の
時
臼
を
ひ
い
て
い
た
千
枝
子
の
心
持
ち
を
そ
の
ま
ま
歌
っ

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

石
臼
が
歌
う
の
は
作
品
の
中
で
三
回
で
て
く
る
｡
一
回
目
は
お
ば
あ
さ
ん
が

歌
う
歌
の
と
お
-
に
歌
う
｢
だ
ん
ご
が
ほ
し
い
ぞ
'
臼
ま
わ
そ
｡
｣
　
で
二
回
目

は
千
枝
子
が
一
人
で
回
す
と
き
に
｢
お
姉
さ
ん
だ
よ
､
お
姉
さ
ん
だ
よ
｡
｣
と

歌
う
｡
三
回
目
は
千
枝
子
と
瑞
枝
が
二
人
で
回
す
と
き
の
｢
勉
強
せ
え
'
勉
強

せ
え
'
つ
ら
い
こ
と
で
も
が
ま
ん
し
て
　
-
 
｡
｣
と
歌
い
始
め
る
場
面
で
あ
る
｡

一
回
目
'
二
回
目
は
､
お
ば
あ
さ
ん
の
言
っ
た
｢
臼
は
-
-
(
略
･
引
用
者
)

そ
の
ま
ま
歌
い
出
す
も
の
だ
よ
｡
｣
　
の
こ
と
ば
と
整
合
す
る
が
'
三
回
目
を
千

枝
子
の
心
持
ち
そ
の
ま
ま
と
取
る
に
は
無
理
が
あ
る
｡
そ
れ
は
'
｢
　
-
　
せ
え
'

-
　
せ
え
｣
は
'
子
供
で
あ
る
千
枝
子
の
使
う
こ
と
ば
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
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か
ら
で
あ
る
｡
石
う
す
が
擬
人
化
さ
れ
て
'
作
者
や
造
物
主
の
思
い
を
吐
き
出

し
た
と
も
取
れ
る
が
'
こ
れ
は
作
品
の
論
理
上
'
作
品
の
中
に
決
め
手
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
｡
さ
ら
に
は
'
｢
勉
強
せ
え
'
勉
強
せ
え
｣
　
と
出
て
-
る

｢
勉
強
｣
と
い
う
語
の
唐
突
さ
で
あ
る
｡
少
な
-
と
も
私
に
は
突
然
飛
び
出
し

て
き
た
と
し
か
読
め
な
い
｡

そ
こ
で
'
こ
の
作
品
の
結
末
部
分
に
つ
い
て
'
私
の
思
っ
て
い
る
よ
う
な
疑

問
に
触
れ
た
研
究
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
調
べ
て
み
た
｡
私
の
抱
い
て
い
る

疑
問
と
は
異
な
る
が
'
国
語
科
教
育
の
分
野
で
は
多
少
疑
問
も
出
さ
れ
た
と
い

s
s

う
文
献
は
あ
っ
た
が
'
国
文
学
関
係
の
分
野
で
は
皆
無
で
あ
っ
た
｡
宮
沢
賢
治

の
作
品
が
作
品
論
と
し
て
'
か
な
-
多
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
る
の
に
'
壷

S
3
-

井
栄
の
作
品
は
あ
る
枠
組
み
の
中
で
だ
け
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
｡

国
語
科
教
育
の
分
野
で
の
教
材
と
し
て
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
稿
を
新
た
に

し
て
所
信
を
の
べ
た
い
｡
こ
こ
で
の
私
の
問
題
提
起
の
眼
目
は
'
結
末
部
分
の

不
自
然
さ
の
指
摘
で
あ
る
｡
そ
の
不
自
然
さ
を
解
明
す
る
た
め
に
｢
勉
強
｣
と

い
う
語
に
注
目
し
た
｡
ひ
ょ
っ
と
し
て
壷
井
栄
は
｢
勉
強
｣
と
い
う
語
を
他
の

作
品
で
も
使
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
'
し
か
も
'
か
な
り
ひ
ん
ぽ
ん
に
-
-

と
い
う
予
想
を
持
っ
た
｡
そ
こ
で
'
ま
ず
壷
井
栄
の
作
品
の
中
か
ら
｢
勉
強
｣

と
い
う
語
を
ひ
ろ
い
だ
し
'
次
に
文
脈
上
の
意
味
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
｡

な
に
し
ろ
壷
井
栄
の
作
品
は
一
四
二
八
点
(
｢
人
物
書
誌
大
系
　
2
6
　
壷
井

栄
｣
…
m
頁
･
鷺
只
雄
編
･
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
二
九
九
二
)
も
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
'
本
稿
の
た
め
に
調
査
し
た
作
品
は
百
点
前
後
に
し
か
な
ら
な
い
｡

し
か
し
な
が
ら
｢
勉
強
｣
と
い
う
語
の
使
用
例
を
あ
げ
'
そ
の
意
味
を
分
類
し

て
い
く
こ
と
は
'
｢
石
臼
の
歌
｣
　
の
中
で
使
用
さ
れ
た
理
由
を
解
き
明
か
す
に

は
十
分
で
あ
ろ
う
｡

と
も
あ
れ
'
調
査
の
対
象
に
で
き
た
作
品
(
文
献
)
名
を
記
し
て
お
-
｡

A
　
｢
壷
井
栄
全
集
　
　
　
o
q
 
o
o
　
　
｣
筑
摩
書
房
　
昭
和
四
十

三
年

B
　
｢
定
本
　
壷
井
栄
児
童
文
学
全
集
　
t
-
H
�
"
C
<
3
�
"
C
O
�
"
^
f
｣
講
談
社
　
昭
和

五
十
四
年

C
　
｢
壷
井
栄
名
作
集
　
現
代
日
本
文
学
全
集
｣
倍
成
社
一
九
五
〇

D
　
｢
壷
井
栄
児
童
文
全
集
　
　
　
C
M
�
"
C
O
　
　
｣
講
談
社
　
昭
和
三
十
九
午

E
　
｢
昭
和
文
学
全
集
　
平
林
た
い
子
･
壷
井
栄
集
｣
角
川
書
店
　
昭
和
三
〇

年

F
　
｢
二
十
四
の
瞳
｣
　
角
川
書
店
　
昭
和
六
十
二
年

G
　
｢
母
の
な
い
子
と
子
の
な
い
母
と
｣
　
新
潮
文
庫
　
昭
和
三
十
三
年

H
　
｢
日
本
文
学
　
4
 
9
　
佐
多
稲
子
･
壷
井
栄
｣
中
央
公
論
社
　
昭
和
四
十
三

年

Ⅰ
　
｢
少
年
少
女
日
本
文
学
全
集
　
1
 
5
　
壷
井
栄
･
林
芙
美
子
集
｣
　
講
談
社

昭
和
三
十
八
年

ー
　
｢
壷
井
栄
名
作
集
Ⅰ
　
花
は
だ
れ
の
た
め
に
｣
ポ
プ
ラ
社
　
昭
和
四
〇
年

K
　
｢
二
十
四
の
瞳
｣
　
角
川
文
庫
　
昭
和
三
十
六
年

L
　
｢
佐
多
稲
子
･
壷
井
栄
集
｣
　
講
談
社
　
昭
和
三
十
九
年

記
載
の
順
序
は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

補
注

｢
作
品
名
｣
(
発
表
年
)
　
(
出
典
)
頁
･
行
･
分
類

1

｢
風
車
｣
　
(
昭
和
十
四
年
)
　
(
A
の
7
)

①
三
七
頁
下
人
行

②
三
七
頁
下
十
一
行

B
H
h
r
u
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
い
　
　
　
　
一
.
　
`
　
▼
い
蓑
L
t
L
J
I
ヽ
,
▲
　
　
　
　
ゝ
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
J
_
.
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2

｢
暦
｣
(
昭
和
十
五
年
)
　
(
A
の
7
)

③
百
八
六
頁
下
十
七
行
　
　
a

⑮
一
八
一
頁
上
十
一
行

9

3

｢
櫓
｣
(
昭
和
十
五
年
)
　
(
A
の
8
)

④
八
二
頁
上
十
九
行
　
　
　
a

l
⑤
八
三
頁
上
三
行
　
　
　
　
a

｢
ユ
ウ
ガ
オ
の
こ
と
ば
｣
(
昭
和
十
八
年
)
　
(
B
の
-
)

⑯
七
六
頁
二
行
　
　
　
a

⑰
八
一
頁
入
行
　
　
　
a

⑲
八
四
頁
四
行
　
　
　
a

⑲
八
四
頁
六
行
　
　
　
a

4

｢
小
豆
飯
｣
(
昭
和
十
六
年
)
　
(
A
の
7
)

⑥
二
九
一
頁
十
五
行
　
　
　
a

5

｢
女
傑
の
村
｣
(
昭
和
十
六
年
)
　
(
A
の
7
)

⑦
二
四
二
頁
下
一
行
　
　
　
a

｢
坂
下
咲
子
｣
　
(
昭
和
十
八
年
)
　
(
A
の
1
 
0
)

⑳
二
六
七
頁
下
十
二
行
　
　
　
a

㊧
二
六
七
頁
下
十
五
行
　
　
　
a

6

｢
と
も
し
び
｣
(
昭
十
六
年
)
　
(
A
の
1
 
0
)

⑧
一
七
九
頁
下
三
行

⑨
一
八
〇
頁
下
二
行

⑲
一
八
五
頁
上
九
行

⑪
一
九
四
頁
上
一
行

⑫
二
〇
八
頁
上
十
五
行

⑬
二
〇
八
頁
上
十
九
行

aaaaaa

｢
石
臼
の
歌
｣
(
昭
和
二
〇
年
)
　
(
B
の
-
)

⑳
九
八
頁
十
二
行
　
　
　
a

⑬
九
九
頁
十
四
行
　
　
　
b

｢
小
さ
な
物
語
｣
　
(
昭
和
二
一
年
)
　
(
-

⑳
二
〇
九
頁
下
人
行
　
　
　
a

｢
ベ
ア
ち
ゃ
ん
｣
(
昭
和
二
一
年
)
　
(
B
の
2
)

⑮
二
二
七
頁
十
四
行
　
　
　
a

7

｢
小
さ
な
先
生
大
き
な
生
徒
｣
(
昭
和
十
六
年
)
　
(
B
の
-
)

⑭
五
八
頁
下
十
行
　
　
　
a

｢
め
が
ね
と
手
袋
｣
　
(
昭
和
二
一
年
)
　
(
A
の
8
)

⑳
一
二
頁
上
人
行

17

8

｢
十
五
夜
の
月
｣
　
(
昭
和
十
七
年
)
　
(
o
)
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｢
大
き
-
な
っ
た
ら
｣
(
昭
和
二
二
年
)
(
B
の
-
)

⑳
一
七
〇
頁
八
行
　
　
　
d

⑳
一
七
二
頁
十
行
　
　
　
a

⑳
二
三
五
頁
十
行

⑲
二
三
五
頁
十
四
行
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｢
渋
谷
道
玄
坂
｣
(
昭
和
二
二
年
)
(
A
の
8
)

⑳
一
四
五
頁
下
人
行
　
　
　
a

⑲
一
四
九
頁
下
十
九
行
　
　
a

｢
柳
の
糸
｣
(
昭
和
二
三
年
　
(
-
)

⑪
一
九
六
頁
上
三
行
　
　
　
a

｢
ロ
ー
石
｣
(
昭
和
二
三
年
)
(
B
の
2
)

⑫
二
二
二
頁
十
行
　
　
　
d

｢
-
ん
ご
の
袋
｣
(
昭
和
二
二
年
)
(
A
の
1
 
0
)

⑪
一
〇
六
頁
上
十
五
行
　
　
　
a

⑫
一
〇
六
頁
上
十
六
行
　
　
　
a

⑬
二
〇
頁
下
十
二
行
　
　
　
a

㊧
二
一
頁
上
二
〇
行
　
　
　
a

｢
赤
い
ず
き
ん
｣
(
昭
和
二
三
年
)
(
B
の
2
)

⑬
一
九
七
頁
十
五
行
　
　
　
a

｢
夏
み
か
ん
｣
(
昭
和
二
三
年
　
(
-
)

⑭
一
四
八
頁
三
行
　
　
　
a

｢
ヤ
ッ
チ
ャ
ン
｣
(
昭
和
二
二
年
)
(
-
0

⑮
二
四
四
頁
上
三
行
　
　
　
a

｢
た
か
ら
の
宿
｣
(
昭
和
二
四
年
)
　
(
A
の
8
)

⑮
二
二
頁
下
三
行
　
　
　
C

｢
お
べ
ん
と
う
｣
(
昭
和
二
三
年
)
　
(
D
の
-
)

⑲
二
〇
三
頁
七
行
　
　
　
d

⑳
二
〇
三
頁
八
行
　
　
　
d

｢
桟
橋
｣
(
昭
和
二
五
年
)
　
(
A
の
8
)

⑲
二
七
七
頁
上
十
五
行
　
　
　
a

⑰
二
七
八
頁
上
一
行
　
　
　
　
a

｢
あ
た
た
か
い
右
の
手
｣
(
昭
和
二
三
年
)
　
(
B
の
3
)

⑲
三
一
五
頁
十
九
行
　
　
　
a

｢
や
ぎ
屋
の
き
ょ
う
だ
い
｣
(
昭
和
二
五
年
)
(
B
の
-
)

⑲
二
七
八
頁
十
九
行

2
 
1
　
｢
捨
吉
と
す
て
犬
｣
(
昭
和
二
三
年
)
　
(
B
の
2
)

2
 
9
　
｢
美
鈴
の
ネ
コ
｣
(
昭
和
二
五
年
)
(
B
の
4
)
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⑲
一
六
四
頁
下
七
行

a

⑳
六
四
頁
十
五
行

⑳
六
四
頁
十
九
行

a a

｢
サ
ツ
キ
の
歌
｣
(
昭
和
二
五
年
)
(
B
の
2
)

⑲
二
八
八
頁
上
十
1
行
　
　
　
a

⑭
二
八
八
頁
上
十
四
行
　
　
　
a

⑲
二
八
八
頁
上
十
五
行
　
　
　
a

⑬
二
八
八
頁
下
十
行
　
　
　
　
a

｢
坂
道
｣
(
昭
和
二
六
年
)
(
B
の
4
)

｢
二
十
四
の
瞳
｣
(
昭
和
二
六
年
)
(
w

⑭
五
頁
十
五
行
　
　
　
a

⑮
四
九
頁
九
行
　
　
　
d

⑲
八
〇
頁
十
二
行
　
　
a

⑰
八
一
頁
十
三
行
　
　
a

⑲
八
一
頁
十
六
行
　
　
a

⑲
一
〇
六
頁
八
行
　
　
a

⑲
二
二
二
頁
八
行
　
　
a

㊧
一
五
六
頁
四
行
　
　
a

⑫
一
五
七
頁
十
行
　
　
a

⑬
一
六
〇
頁
三
行
　
　
a

㊧
一
七
一
頁
十
五
行
　
b

⑲
十
五
頁
下
十
九
行

⑪
十
六
頁
上
二
行

⑫
十
六
頁
上
三
行

⑬
十
六
頁
上
六
行

⑳
十
七
頁
上
二
行

aaaaa

｢
岸
う
つ
波
｣
(
昭
和
二
八
年
)

⑮
一
〇
一
頁
上
十
一
行

⑲
一
六
一
頁
上
三
行

(
A
の
-
)

a
b

｢
風
｣
(
昭
和
二
九
年
)
(
J

⑳
二
五
四
頁
上
十
六
行

｢
風
の
子
｣
(
昭
和
三
三
年
～
昭
和
三
四
年
)
(
B
の
4
)

⑲
二
二
七
頁
下
六
行
　
　
　
a

｢
母
の
な
い
子
と
子
の
な
い
母
と
｣
(
昭
和
二
六
年
)
(
B
の
-
)

｢
え
く
ぼ
｣
(
昭
和
二
九
年
)
(
B
の
3
)

⑲
一
七
七
頁
十
六
行
　
　
　
a

⑮
六
〇
頁
一
行

⑳
六
〇
頁
四
行

⑰
六
四
頁
十
二
行

｢
禰
棺
(
う
ち
か
け
)
｣
(
昭
和
三
〇
年
)
(
^
;

⑳
三
六
六
頁
下
二
〇
行
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㊧
三
六
八
頁
下
十
行

⑫
三
八
二
頁
上
十
行

｢
帳
面
を
け
そ
う
｣
(
昭
和
三
三
年
)
(
B
の
4
)
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⑬
二
九
二
頁
上
十
四
行

㊧
二
九
二
頁
下
二
行

一
､
｢
勉
強
｣
と
い
う
語
の
で
て
こ
な
い
作
品

)
内
は
発
表
年

｢
プ
ロ
文
士
の
妻
の
日
記
｣
(
昭
和
四
年
)
･
｢
屍
を
越
え
て
｣
(
昭
和
七
年
)
･

｢
長
屋
ス
ケ
ッ
チ
｣
(
昭
和
十
年
)
･
｢
月
給
日
｣
(
昭
和
十
年
)
.
･
｢
大
根
の
葉
｣

(
昭
和
十
三
年
)
･
｢
ま
つ
-
ご
｣
(
昭
和
十
五
年
)
･
｢
廊
下
｣
(
昭
和
十
五
年
)
･

｢
桃
栗
三
年
｣
(
昭
和
十
五
年
)
･
｢
赤
い
ス
テ
ッ
キ
｣
(
昭
和
十
五
年
)
･
｢
大
黒

柱
｣
(
昭
和
十
六
年
)
･
｢
寄
る
べ
な
き
人
々
｣
(
昭
和
十
六
年
)
･
｢
餓
鬼
の
飯
｣

(
昭
和
十
六
年
)
･
｢
あ
ひ
る
｣
(
昭
和
十
六
年
)
･
｢
裁
縫
箱
｣
(
昭
和
十
六
年
)
･

｢
甲
子
と
猫
｣
(
昭
和
十
七
年
)
･
｢
五
目
ず
し
｣
(
昭
和
十
七
年
)
･
｢
薮
が
ら
し
｣

(
昭
和
十
七
年
)
･
｢
お
み
や
げ
｣
(
昭
和
十
七
年
)
･
｢
垢
｣
　
(
昭
和
十
七
年
)
･

｢
小
さ
な
お
百
姓
｣
(
昭
和
十
七
年
)
･
｢
同
い
年
｣
(
昭
和
十
七
年
)
･
｢
お
る
す

ぼ
ん
｣
(
昭
和
十
八
年
)
･
｢
ま
な
い
た
の
歌
｣
(
昭
和
十
八
年
)
･
｢
妙
貞
さ
ん
の

萩
の
花
｣
(
昭
和
十
九
年
)
･
｢
港
の
少
女
｣
(
昭
和
十
九
年
)
･
｢
海
風
｣
　
(
昭
和

十
九
年
)
･
｢
む
か
し
の
学
校
｣
(
昭
和
二
〇
年
)
･
｢
峠
の
一
本
松
｣
(
昭
和
二
〇

午
)
･
｢
紺
の
背
広
｣
(
昭
和
二
〇
年
)
･
｢
お
母
さ
ん
の
て
の
ひ
ら
｣
(
昭
和
二
一

午
)
･
｢
表
札
｣
(
昭
和
二
一
年
)
･
｢
ふ
た
た
び
｣
(
昭
和
二
一
年
)
･
｢
窓
｣
　
(
昭

和
二
二
年
)
･
｢
妻
の
座
｣
(
昭
和
二
十
二
年
)
･
｢
霧
の
街
｣
　
(
昭
和
二
二
年
)
･

｢
あ
ば
ら
や
の
星
｣
(
昭
和
二
二
年
)
･
｢
朝
夕
の
歌
｣
(
昭
和
二
二
年
)
･
｢
あ
ん

ず
の
花
の
さ
-
こ
ろ
｣
(
昭
和
二
二
年
)
･
｢
浜
辺
の
四
季
｣
　
(
昭
和
二
二
年
)
･

｢
朝
の
歌
｣
(
昭
和
二
二
年
)
･
｢
種
｣
(
昭
和
二
三
年
)
･
｢
耳
か
ら
ご
ほ
う
び
｣

(
昭
和
二
三
年
)
･
｢
孤
児
ミ
ギ
-
｣
(
昭
和
二
三
年
)
･
｢
窓
口
｣
(
昭
和
二
三
年
)
･

｢
履
歴
書
｣
(
昭
和
二
三
年
)
･
｢
初
旅
｣
(
昭
和
二
三
年
)
･
｢
柿
の
木
の
あ
る
家
｣

(
昭
和
二
四
年
)
･
｢
晒
木
綿
｣
(
昭
和
二
五
年
)
･
｢
屋
根
裏
の
記
録
｣
　
(
昭
和
二

五
年
)
･
｢
振
袖
と
野
良
着
｣
(
昭
和
二
六
年
)
･
｢
可
愛
い
手
｣
(
昭
和
二
六
年
)
･

｢
ピ
ア
ノ
｣
(
昭
和
二
七
年
)
･
｢
か
ん
ざ
し
｣
(
昭
和
二
八
年
)
･
｢
矢
車
草
｣
(
昭

和
二
九
年
)
･
｢
あ
し
た
の
風
｣
(
昭
和
二
九
年
)
･
｢
草
の
実
｣
(
昭
和
三
〇
年
)
･

｢
伊
勢
の
的
矢
の
日
和
山
｣
(
昭
和
三
〇
年
)
･
｢
雑
居
家
族
｣
(
昭
和
三
一
年
)
･

｢
極
楽
横
丁
｣
(
昭
和
三
一
年
)
･
｢
あ
す
咲
-
花
｣
(
昭
和
三
五
年
)
･
｢
日
め
く

-
｣
(
昭
和
三
八
年
)
･
｢
海
の
音
｣
(
昭
和
四
〇
年
)

当
初
予
想
し
た
通
-
'
壷
井
栄
は
や
は
-
｢
勉
強
｣
と
い
う
語
を
多
用
す
る

作
家
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
｡
三
九
の
作
品
で
八
四
例
も
あ
る
｡
今
回
調
査

で
き
な
か
っ
た
作
品
で
の
使
用
例
を
加
え
る
と
'
か
な
-
な
数
に
の
ぼ
る
と
推

測
で
き
る
｡

｢
石
臼
の
歌
｣
で
の
使
用
例
は
二
例
で
'
Ⅰ
の
分
類
に
従
う
と
文
脈
上
の
意

味
は
a
と
b
で
あ
る
｡
全
使
用
例
の
う
ち
圧
倒
的
に
多
い
の
は
a
で
t
 
b
は

｢
石
臼
の
歌
｣
　
で
の
使
用
例
を
除
-
と
二
例
で
あ
る
｡

壷
井
栄
の
作
品
創
作
の
大
き
な
要
素
し
て
｢
勉
強
｣
概
念
が
あ
る
こ
と
が
把

握
さ
れ
る
｡
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そ
れ
で
は
'
壷
井
栄
に
即
し
て
考
え
る
と
｢
勉
強
｣
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を

持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
｡
壷
井
栄
の
年
譜
(
｢
人
物
書
誌
大
系
　
2
 
6
　
壷
井
栄
｣

鷺
只
雄
編
･
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
一
九
九
二
･
一
九
三
頁
l
一
四
六
頁
)
に

よ
る
と
'
壷
井
栄
は
祖
母
イ
ソ
(
話
し
好
き
で
'
孫
た
ち
を
育
て
な
が
ら
沢
山

の
昔
話
や
伝
説
を
語
-
'
子
守
唄
を
唄
っ
て
倦
む
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
)
に
か

わ
い
が
ら
れ
'
明
治
三
八
年
坂
出
尋
常
小
学
校
に
入
学
｡
二
年
生
以
後
級
長
を

つ
と
め
た
｡
明
治
四
二
年
家
運
が
傾
き
'
他
家
の
子
守
に
雇
わ
れ
て
通
学
｡
明

治
四
三
年
に
は
実
家
が
破
産
｡
教
師
を
志
望
し
て
い
た
栄
の
計
画
で
は
と
り
あ

え
ず
高
小
に
行
き
'
そ
の
間
に
家
計
の
好
転
を
期
待
し
て
師
範
学
校
に
進
む
予

定
で
あ
っ
た
｡
苦
労
し
な
が
ら
大
正
二
年
に
内
海
高
等
小
学
校
を
卒
業
｡
こ
の

間
'
兄
か
ら
送
ら
れ
て
-
る
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
｡
し
か
し
'
学
歴
と
し
て
は

高
等
小
学
校
が
最
後
で
'
後
は
働
-
こ
と
に
な
る
｡

こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
学
び
た
い
と
い
う
欲
求
は
あ
り
な

K
*
M

が
ら
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
自
分
の
学
令
期
の
思
い
が
｢
勉
強
｣
と
い
う
語
に
な
っ

て
作
品
中
に
出
て
-
る
の
で
あ
ろ
う
｡

結
末
部
に
お
い
て
'
極
度
に
作
中
世
界
に
高
揚
し
て
し
ま
っ
た
作
者
と
し
て

の
壷
井
栄
が
(
全
-
不
用
意
だ
と
私
は
思
う
の
だ
が
)
積
年
の
思
い
と
共
に
飛

び
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
こ
と
は
作
品
の
論
理
か
ら
と

ら
え
ら
れ
る
｡
石
臼
の
ひ
き
手
と
石
臼
の
関
係
か
ら
も
言
え
る
｡
石
臼
は
最
初

は
単
に
物
理
的
存
在
と
し
て
登
場
す
る
｡
臼
は
'
お
ば
あ
さ
ん
の
言
う
と
お
り
t

●

●

●

●

●

●

●

●

だ
ん
ご
が
は
し
け
り
や
臼
回
せ
と
'
言
っ
て
い
る
よ
う
に
千
枝
子
に
は
聞
こ
え

る
｡
そ
し
て
'
お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
ば
に
よ
る
臼
の
質
的
変
化
'
つ
ま
り
'

●

●

●

●

｢
臼
は
'
そ
の
と
き
そ
の
と
き
の
人
間
の
心
持
ち
を
'
そ
の
ま
ま
歌
い
だ
す
も

の
だ
よ
｡
｣
(
傍
点
-
-
引
用
者
)
が
あ
る
｡
臼
の
ひ
き
手
の
心
を
反
映
す
る
の

は
'
次
の
臼
の
歌
｢
お
姉
さ
ん
だ
よ
う
お
姉
さ
ん
だ
よ
｣
で
も
同
じ
で
あ
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
結
末
部
に
お
け
る
｢
勉
強
せ
え
'
勉
強
せ
え
'
つ
ら
い
こ
と

で
も
が
ま
ん
し
て
　
-
 
｡
｣
を
千
枝
子
の
心
の
反
映
と
み
る
こ
と
は
む
ず
か
し

い
｡
と
い
う
の
は
'
｢
　
-
　
せ
え
'
　
-
　
せ
え
｣
　
の
口
調
は
千
枝
子
の
話
体
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
が
作
品
中
の
千
枝
子
の
他
の
会
話
文
の
話
体
と
比
べ
て
言

え
る
か
ら
で
あ
る
｡
｢
壷
井
栄
全
集
　
第
一
巻
｣
(
筑
摩
書
房
･
昭
和
四
三
年
)

所
収
の
｢
岸
う
つ
波
｣
(
同
書
九
九
頁
下
十
行
)
で
母
(
実
は
祖
母
)
　
が
な
ぎ

さ
に
言
う
｢
-
-
(
略
)
-
-
年
子
姉
ち
ゃ
ん
の
い
う
の
も
'
無
理
も
な
い
こ

●

●

●

●

と
じ
ゃ
｡
辛
抱
せ
え
'
辛
抱
せ
え
｡
｣
(
略
･
傍
点
-
-
引
用
者
)
と
い
う
会
話

文
の
中
に
同
一
の
語
尾
表
現
が
出
て
-
る
が
､
そ
れ
を
言
っ
て
い
る
の
は
'
な

ぎ
さ
が
母
だ
と
思
っ
て
い
る
祖
母
で
あ
る
｡
｢
～
せ
え
｣
　
の
表
現
は
一
般
的
に

言
っ
て
も
年
寄
り
く
さ
い
L
t
前
述
し
た
こ
と
か
ら
も
'
少
な
-
と
も
若
い
者

の
表
現
で
は
な
か
ろ
う
｡
ま
た
意
味
の
上
か
ら
考
え
て
千
枝
子
が
自
分
自
身
に

対
し
て
心
の
中
で
思
う
こ
と
ば
と
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
す
る
と
'
こ
の
歌

は
誰
の
心
持
ち
を
歌
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
お
こ
る
｡
｢
精

も
根
も
｣
　
つ
き
は
て
た
お
ば
あ
さ
ん
の
心
持
ち
と
と
る
の
は
'
作
品
の
論
理
か

ら
も
'
読
者
の
論
理
か
ら
も
無
理
が
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
壷
井
栄
の
作
品

を
読
ん
で
気
づ
く
の
は
'
作
中
人
物
に
お
ば
あ
さ
ん
が
登
場
し
'
そ
の
お
ば
あ

さ
ん
の
措
か
れ
方
が
'
実
に
人
生
の
知
恵
を
味
わ
い
深
-
ま
わ
-
の
も
の
に
諭

し
て
い
く
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
お
そ
ら
-
壷
井
栄
は
こ
こ
で
お

ば
あ
さ
ん
に
臼
を
ひ
か
せ
る
の
が
順
当
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
千
枝
子
と

瑞
枝
に
ひ
か
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
誤
算
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

あ
i
i
l
り
に
も
唐
突
で
作
品
の
論
理
が
乱
れ
て
い
る
こ
の
部
分
は
'
執
筆
期
間

が
短
か
く
'
作
品
の
つ
め
の
部
分
で
結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
た
ゆ
え
の
も
の
で
あ
ろ

1
つ
O

｢
生
活
の
歌
｣
(
壷
井
繁
治
･
｢
定
本
　
壷
井
栄
児
童
文
学
全
集
　
2
｣
所
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収
　
三
〇
四
頁
)
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
｡

｢
一
般
に
『
童
話
』
と
い
わ
れ
る
文
学
に
は
'
自
由
奔
放
な
空
想
や
'
ま
た
'

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
お
-
ま
ざ
っ
た
作
品
の
ほ
う
が
お
お
い
よ
う
で
は
あ
る
が
t

か
の
女
の
童
話
に
は
そ
う
い
う
傾
向
は
あ
ま
-
見
ら
れ
ず
'
一
見
し
ご
く
日
常

的
で
あ
る
｡
｣

こ
の
作
品
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
と
み
る
と
'
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
｡
虚

構
性
が
ひ
じ
ょ
う
に
高
く
現
実
の
因
果
律
を
適
用
す
る
と
作
品
が
破
綻
す
る

場
合
に
お
い
て
も
'
作
品
の
論
理
は
整
合
し
て
い
な
い
と
作
品
と
し
て
成
立
し

な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
虚
構
性
の
高
い
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

作
品
の
成
立
か
ら
結
末
部
の
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
｡
｢
石
臼
の
歌
｣
は
昭

和
二
〇
年
九
月
に
｢
少
女
倶
楽
部
｣
(
八
･
九
月
合
併
号
)
　
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
｡
広
島
へ
の
原
爆
投
下
と
敗
戟
か
ら
一
月
足
ら
ず
の
間
に
書
か
れ
た
作
品
で

あ
る
｡
原
爆
と
敗
戟
は
壷
井
栄
に
と
っ
て
'
原
爆
と
戦
争
と
し
て
非
人
間
的
な

対
象
で
あ
り
､
敗
戦
自
体
に
つ
い
て
は
感
懐
を
た
ど
れ
る
も
の
は
な
い
｡
そ
の

こ
と
は
'
マ
ル
キ
ス
ト
で
あ
る
夫
･
繁
治
と
共
に
'
そ
の
シ
ン
パ
で
あ
っ
た
壷

井
栄
が
当
時
の
一
般
的
国
民
の
戦
時
下
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
な
か
っ
た
こ
と
を
意

注
4

味
し
'
戦
後
の
反
戦
活
動
か
ら
考
え
て
'
一
線
を
画
し
て
い
た
も
の
と
推
測
で

き
る
｡

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
'
原
爆
に
よ
っ
て
父
母
を
失
っ
た
瑞
枝
や
'
子
ど

も
を
失
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
は
壷
井
栄
に
と
っ
て
'
当
時
の
大
多
数
の
国
民
を
代

注
5

表
す
る
存
在
で
あ
-
'
何
と
か
し
て
励
ま
し
て
や
-
た
い
と
い
う
結
論
が
先
に

あ
り
'
作
品
と
し
て
書
い
て
は
み
た
が
結
末
部
に
お
い
て
作
品
の
論
理
の
破
綻

を
招
い
た
作
品
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

注

注
-
　
｢
こ
れ
だ
け
'
計
算
し
っ
-
し
た
構
成
に
よ
っ
て
作
品
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
'

な
ぜ
'
あ
の
状
況
下
で
『
勉
強
せ
え
'
勉
強
せ
え
』
と
作
者
は
書
い
た
の
だ
ろ

ぅ
か
｡
十
何
年
前
の
研
究
大
会
で
も
'
参
加
者
は
'
『
勉
強
せ
え
』
　
に
こ
だ
わ

り
'
他
に
も
っ
と
表
現
で
き
る
言
葉
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
発
言
が

あ
っ
た
｡
ま
た
､
『
子
供
に
は
勉
強
を
』
と
い
う
作
者
の
固
定
し
た
観
念
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
3
.
,
つ
人
も
い
た
｣
(
『
石
う
す
の
歌
』
の
教
材
研
究
と
全
授

業
記
録
｣
　
実
践
国
語
研
究
一
九
九
二
　
N
O
二
六
　
二
三
頁
所
収
)

注
2
　
た
と
え
ば
壷
井
栄
の
作
品
世
界
を
五
十
嵐
康
夫
は
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

が
'
他
の
文
献
で
も
大
同
小
異
な
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
｡

1
㌧
庶
民
的
世
界
が
措
か
れ
て
い
る
｡

2
､
深
い
真
実
感
と
あ
た
た
か
な
人
間
愛
の
モ
ラ
ル
と
情
感
が
に
じ
み
出
て
い

る
｡

3
㌧
地
方
性
'
郷
土
性
の
描
写

4
'
平
易
な
こ
と
ば
･
ユ
ー
モ
ア

(
｢
壷
井
栄
　
児
童
文
学
作
品
を
中
心
に
｣
五
十
嵐
康
夫
　
『
国
文
学
　
解
釈

と
鑑
賞
』
所
収
　
至
文
堂
　
第
五
〇
巻
一
〇
号
昭
和
六
〇
年
九
月
号
所
収
)

注
3
　
｢
家
が
貧
困
で
あ
る
が
ゆ
え
に
'
義
務
教
育
も
お
え
ら
れ
な
い
少
女
'
勉
強
が

で
き
て
も
進
学
で
き
ぬ
少
女
､
破
産
し
た
家
の
犠
牲
に
犠
牲
に
な
っ
て
い
く
少

女
'
古
い
家
に
し
ぼ
ら
れ
て
天
分
を
の
ば
す
こ
と
の
で
き
な
い
少
女
こ
こ
〟
家
〟

の
重
荷
が
t
と
-
に
女
の
生
き
方
を
早
-
か
ら
暗
い
運
命
の
方
に
お
し
や
る
こ

と
を
兄
の
が
さ
ず
に
措
き
こ
ん
で
い
る
｡
｣
(
｢
壷
井
栄
に
お
け
る
　
〟
家
〟
　
の
問

題
｣
木
村
幸
雄
　
『
国
文
学
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
所
収
　
学
燈
社
　
昭
和

四
六
年
十
一
月
号
)
と
い
う
作
品
の
傾
向
も
壷
井
栄
の
経
験
か
ら
で
た
も
の
で

あ
ろ
う
｡

注
4
　
｢
わ
た
し
は
も
う
'
こ
れ
か
ら
は
度
胸
を
す
え
て
'
再
軍
備
反
対
の
立
場
に
立
っ

て
､
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡
私
の
創
作
意
欲
を

そ
そ
る
も
の
は
､
い
ま
の
と
こ
ろ
そ
れ
ば
か
-
の
よ
う
で
す
｡
｣
　
(
｢
わ
た
し
の

童
話
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
か
｣
壷
井
栄
　
『
定
本
　
壷
井
栄
児
童
文
学
全
隻

3
』
所
収
　
二
九
五
頁
)
と
い
う
よ
う
に
戟
後
は
'
は
っ
き
り
と
反
戟
の
立

場
を
示
し
て
い
る
｡

注
5
　
｢
『
第
二
次
世
界
大
戟
で
日
本
の
お
ち
こ
ん
だ
不
幸
は
'
終
戦
六
年
の
今
日
'
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ま
だ
そ
の
き
ず
あ
と
の
う
ず
き
は
つ
づ
い
て
い
ま
す
｡
戦
争
は
'
人
類
に
不
幸

を
し
か
も
た
ら
さ
な
い
｡
　
-
　
　
こ
の
こ
と
を
頭
の
中
に
お
い
て
､
そ
の
き
ず

あ
と
の
う
ず
き
を
な
め
て
'
い
や
し
て
'
立
ち
あ
が
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
の
美

し
き
を
'
自
分
を
も
力
づ
け
な
が
ら
'
書
い
た
つ
も
-
で
す
が
｡
』
　
と
も
い
い

ま
し
た
｡
人
間
は
ひ
と
-
で
生
き
て
い
け
る
も
の
で
な
く
'
つ
ね
に
複
数
で
生

き
て
い
ま
す
｡
だ
か
ら
'
｢
立
ち
あ
が
ろ
う
と
す
る
人
の
美
し
さ
｣
　
で
は
な
-

｢
立
ち
あ
が
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
の
美
し
さ
｣
が
書
か
れ
た
の
で
し
た
｡
｣
　
｢
解

説
｣
古
田
足
日
　
｢
定
本
　
壷
井
栄
児
童
文
学
全
集
　
2
｣
所
収
　
三
二
頁
)

の
中
に
あ
る
よ
う
に
｢
力
づ
け
｣
る
こ
と
は
他
の
作
品
中
に
も
見
ら
れ
､
作
品

を
特
色
づ
け
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
｡

補
注
　
文
脈
上
の
意
味
に
よ
っ
て
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
｡

a
　
狭
義
の
意
味
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
｡
学
校
で
の
勉
強
･
試
験
勉
強
等

b
　
広
義
の
意
味
で
人
生
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
か
ら
学
ん
で
い
く
と
い

､
つ
こ
と

C
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
対
す
る
理
解

d
　
技
能
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
努
力

(
そ
の
他
商
品
を
安
-
売
る
と
い
う
意
味
で
の
例
も
一
例
あ
る
)
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